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観光と世界遺産――白神山地をめぐって
吉田　春生＊
The Shirakami-Sanchi is a 130,000ha mountainous region straddling the Aomori-Akita Prefecture 
border. It is one of the world’s largest remaining virgin beech forests, and home for rare flora 
and fauna including the woodpecker (National Natural Monument) and the golden eagle. For the 
highly valuable ecosystem, the Shirakami-Sanchi was registered as the World Natural Heritage 
site by UNESCO in 1993.
 Today many tourists visit the World Natural Heritage site in Japan. So, some troubles, so-
called tourism pollution, occur there. Also the Shirakami-Sanchi will be struck by same troubles: 
for example noise, traffic jam and a lot of trash. Anmon-Falls and Jyuniko (12 lakes and ponds) 
are already overflowing with so-called mass-tourists. On the other side, not so many tourists 
visit Beech Forest Park in Happo-cho or Gakudai Nature Observation Woods in Fujisato-cho. 
Therefore we shouldn’t consider the Shirakami Sanchi in general as a simple object of tourism. 
One destination is for mass tourism, another is for small tourism. We must begin to recognize 
this distinction.
はじめに
現在，日本において登録されている世界自然遺産は白神山地，屋久島，知床の３箇所である。文化遺産
であれ自然遺産であれ，複合遺産であれ，世界遺産が観光にとって一種のブランドとなってしまっている
現状では，登録された段階から来訪者が急増するという世界遺産ブームが起きることは必然である。すな
わち，世界遺産に登録後――地域によっては登録以前から――，観光という社会現象によって起こる変化
は重要な課題だと見ることができる。文化遺産の場合においては生活環境に強い作用が及ぼされる。観光
公害と呼ばれるような騒音，交通渋滞，ゴミの大量発生など地域社会のアメニティ低下につながるような
変化が生まれている。一方，自然遺産の場合にも過剰ユースから起こる自然環境の劣化が心配されている。
前者については岐阜県白川村や島根県石見銀山大森地区の場合のように，来訪者の急増によって地域住
民の生活環境が著しく劣化するケースが生まれている。特に白川村の場合は，村の中心部を抜ける国道に
観光バスや乗用車が大量に流入することで，土曜日や日曜・祝日には高齢者や子どもが通行に支障をきた
すということが起きていた。（大型トラックや商用車はバイパスを利用するため村の中心部には入ってこ
ない。）現状では，白川村のケースでも大森地区のケースでも外部から中心部への車両侵入を禁止すると
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いう対策を講じている。それでも大量の来訪者の流入でアメニティの低下が起きている。生活環境をどう
守るかは白川村や大森地区においては喫緊の課題である。
後者の自然遺産の場合には，特に自然保護や環境保全という観点から観光との向き合い方が重要な課題
となっている。白神山地の場合は，屋久島や知床に比べると，青森県と秋田県にまたがっているためさま
ざまなアプローチが可能なことや，両県の考え方の違いもあり，より複雑な状況を呈している。白神山地
は青森県南西部（西目屋村，鰺ヶ沢町，深浦町）から秋田県北西部（藤里町，八峰町）にまたがる山地の
総称である。もともと白神山地という呼称があったわけでなく，青森県と秋田県の県境を形成する冷水岳
（1043m），小岳（1042m），雁森岳（987m），二ツ森（1086m），真瀬岳（988m）という標高1000m 級の稜
線とその北側（青森県側）の尾太岳（1083m），青鹿岳（1000m），摩須賀岳（1112m），白神岳（1232m），
また南側（秋田県側）の駒ケ岳（1157m），大臼岳（880m），泊岳（1038m）などやはり1000m 級の山々
から形成される山塊が白神山地と呼ばれている。白神山地全体の面積は青森・秋田両県をあわせて13万ヘ
クタールだといわれている。世界遺産として登録された約１万7000ヘクタールの地域には，ブナ林が原生
的な状況で残存し，500種類以上の多種多様な植物が自生，動物についても特別天然記念物のニホンカモ
シカ，ツキノワグマ，ニホンザルなど14種類の哺乳類が生息し，鳥類は天然記念物のイヌワシやクマゲラ
など84種類，そして昆虫類は約2000種の生息が確認されている（1995年の環境庁・林野庁・文化庁による
「白神山地世界遺産地域管理計画」）。そこに大きく係わる地方自治体は青森県では西目屋村と鰺ヶ沢町，
深浦町，秋田県側では藤里町と八森町（現八峰町）である。1980年代の林道建設をめぐる開発と環境とい
うトレードオフをもたらす問題では青森県側と秋田県側とで対応に違いが生まれた。その対応の違いは世
界遺産登録後も入山禁止問題をめぐって再燃している。しかし，そうした対応の違いにもかかわらず，マ
ス・ツーリズムの到来という点では同じ問題を抱えることになる。白川村や石見銀山大森地区で生じてい
る大量の来訪者流入という問題である。
もちろん，自然遺産の場合は人の入ることが原則として許されない核心地域と，その周囲に緩衝地帯が
設けられており，文化遺産のように核心部まで立ち入れるケースとは異なっている。しかし文化遺産とは
比較にならないほど少数の来訪者の存在でも，自然環境は損なわれていく。また，緩衝地帯に位置する暗
門の滝（西目屋村）はパッケージツアーや団体旅行の行程の目玉となっており，環境保全という観点から
は問題である。しかし一方では，暗門の滝と並んで「白神山地ツアー」の目玉となっている十二湖は核心
地域・緩衝地帯の外側に位置している。あるいはまた，同じく核心地域・緩衝地帯の外側に位置するもの
の，ブナ原生林の生態を観察できる，遊歩道の完備された観光施設ともいうべきミニ白神や岳岱自然観察
林の果たす役割も観光と環境保全の両面から無視できないものがある。私たちは観光という社会現象を観
光客（＝来訪者），観光対象，観光媒体，地域社会という四つの構成要素から考える必要があるが，その
際に「幻想性の機制」という概念を導入することが有効であることをすでに確認した。1（吉田2010）ミニ
白神や岳岱自然観察林はブナの生態を観察したい来訪者に満足を与えつつ，核心地域や緩衝地帯へ来訪者
を向かせないデマーケティングの効果を有しており，その役割の評価も本論の重要な課題である。
なお，白神山地における自然保護・環境保全ということを考える上では，世界遺産登録以前の広域基幹
林道「青秋線」（秋田県八森町と青森県西目屋村を結ぶところから両県の一字を取って付けられたが，青
秋林道と呼ばれることが通例となっているため，本論でも以後，そのように表記する）建設計画実施とそ
の中断がその前史として必要と思われるので，そこから始めたい。
1  「幻想性の機制」は吉田（2010：145–159）において，別府温泉再建の始まりとなった別府八湯ウォークや，黒川温泉の温泉手
形などの事例で説明された。イメージによってある観光地を訪ねるものの，その目的となるものは別府でいえば時間的な制約で，
黒川温泉でいえば人気の偏りで，通常観光客はその期待を実現できないのだが，それでも観光客はやって来るという現象である。
鞄や化粧品などのブランドと同一の理解で把握すべきでない，観光特有の現象である。
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1.	青秋林道と自然保護・環境保全2
青秋林道は青森県西目屋村から秋田県八森町に至る総延長29.6キロメートルの民有林林道であり，1982
年に両県の既設林道から着工し，10年間で完成の予定だった。この林道の推進母体となったのは，1978年
12月６日に結成された「青秋県境奥地開発林道開設促進期成同盟会」であり，八森町（現八峰町），西目
屋村，鰺ヶ沢町，岩崎町（現深浦町）が参加していた。この中で最も積極的に働きかけていたのは秋田県
の八森町である。八森町は日本海に面しており，基幹産業は漁業であるが，民有林が国有林の２倍近い比
率だったこともあり，歴史的には林業も盛んだった。しかし高度経済成長期における無計画な伐採により
森林資源は枯渇気味であり，青秋林道は林業振興という観点から待望されていた。また青秋林道が完成す
ることで，日本海側の八森町から弘前市までつながることになり，経済効果が期待された。1982年12月に
は「青秋林道建設を促進する会」が1558名の署名を集めて秋田県知事と林野庁に建設促進の陳情をしてい
るが，その署名の中心となっていたのは林業関係者，及び林道工事を請け負う建設業関係者とその家族
だった。
この青秋林道建設計画に対しては，早い段階での反対運動が起きていた。1982年８月に青秋林道が着工
される以前の同年５月28日には，地元の自然保護団体である「秋田自然を守る友の会」と「秋田野鳥の会」
が共同で「青秋林道建設阻止」についての要望書を秋田県や秋田営林局などに対して提出した。同じく
1982年の７月19日には青森県側でも，「青森県自然保護の会」と「日本野鳥の会弘前支部」が青森県に対
して「青秋林道建設中止」の要望書を提出する。この内，最も早く反対の声を上げたのは，促進期成同盟
には参加していない藤里町の住民が中心となっている「秋田自然を守る友の会」だった。
藤里町は過去に，台風などの豪雨時には白神山地に源を発する粕毛川や藤琴川の氾濫による水害を度々
被り，一方では平常時に農業用水が不足するという事態を経験していた。それは過度の伐採により，白神
山地の「緑のダム」とも呼ばれた森林の保水能力が低下したためだと考えられており，青秋林道建設のた
めに自然林伐採が県境部分にまで及ぶならば，さらに事態はひどくなるという危機感が抱かれていた。こ
うした地域住民の生活に根ざした環境保全重視の姿勢は，やがて青森県側の鰺ヶ沢町でも生まれ，最終的
に青秋林道建設中止に結びついていくものだった。
1982年の自然保護団体の反対運動にもかかわらず両県は建設を開始したため，反対運動はより広範なも
の，強力なものとなっていく。端的にいえば，（財）日本自然保護協会が関与するようになったことである。
（財）日本自然保護協会は青森・秋田両県の自然保護団体の要請を受け，白神山地に関わっていく。もと
もと協会は，1955年に制定された森林法の拡大造林政策によって，建築用材としては価値のないブナ，ミ
ズナラなどを伐採して経済的価値のあるスギ，ヒノキ，カラマツなどを植林していく動向に懸念を示して
いた。例えば，磐梯朝日国立公園内の朝日連峰はブナを中心とした落葉広葉樹に覆われた山岳地帯だった
が，1960年代に秋田営林局によって大々的にブナ自然林が伐採されていた。拡大造林政策の実施前には，
原生的なブナの森としては４万7000ヘクタール以上の規模を持っていた白神山地のブナ林も，原生度の高
い部分はすでに１万6000ヘクタールにまで縮小していた段階での，それを伐採対象とする林道計画であっ
てみれば，（財）日本自然保護協会が反対運動に参加していくのは当然だった。現地調査とともに，ランド
サットの衛星写真によるブナ林の広がりの解析も行なわれ，それらの結果をもとに1983年には協会として
「青秋林道の即時中止とブナ原生林の保存を求める意見書」を青森・秋田両県知事と青森・秋田両営林局
長宛に提出した。（（財）日本自然保護協会2002：70–71）
意見書のポイントは次のようなものであった。
2  この節の叙述については，鬼頭（1996），井上（1996），（財）日本自然保護協会（2002）を参照した。
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わが国のブナ林はユーラシア大陸東海岸に残された最後のものとして，また，冷温帯の大部分を構
成する気候的極相林として，世界的にも重要な位置を占めている。当該地域（白神山地）は広域的に
残存している唯一の地域であり，これを分断することは面積的広がりとしての価値を著しく損なう。
伐採が行なわれれば治山治水上の問題から下流域住民に不安を抱かせるとともに，林道の維持・管理
ならびに事故防止対策はきわめて難しい。そして過疎対策，経済交流の円滑化はほとんど期待できな
い。したがって，この貴重な歴史的，文化的遺産を広域的に保全すべきである。（（財）日本自然保護
協会2002：71–72)
ここに示されている広域的な，まとまりとしてのブナ林（＝原生的な森林生態系）の価値を認めていく
という方向性は，やがて世界自然遺産登録にまでつながっていくものであった。こうしたブナ林を守ろう
という気運は，1985年の６月15日・16日に秋田市で開催された「ブナ・シンポジウム」という転機をもた
らすことになる。このシンポジウムでは白神山地のブナばかりでなく，全国のブナ林の現状が分科会で報
告された他，基調講演ではブナ帯文化の意義が複数の講演者によって明らかにされた。そのことがブナ林
保全運動の重要性を地域に広めていくことになった。また，このシンポジウムでは全国の自然保護団体関
係者，研究者，環境庁のパネリストの他に，開発する側の林野庁の経営企画課長も出席していた。自然保
護団体には対立的な立場を固持し，対話を拒んできた林野庁が公開の話し合いの場に初めて臨んだことは
画期的であり，この開発側も巻き込むかたちで行なわれたシンポジウムの形式は「秋田方式」と名づけら
れ，その後の自然保護運動を展開する上での一つの指針となった。
ただし，この「ブナ・シンポジウム」は大きな影響力を持ったものの，すぐさま青秋林道建設中止をも
たらしはしなかった。中止に向かう大きな転換点となったのは次のような事情だった。
青秋林道は当初，全長28.1キロメートルで，秋田県内では八森町から二ツ森の南に当たる粕毛川源流に
入るルートで計画されていた。しかし，先に述べたような理由により，粕毛川が町内を流れる藤里町から
は強い反対の意思が表明された。そのため1985年６月には二ツ森北面青森県側の鯵ヶ沢町内となる赤石川
源流に入るルートに変更され，全長が1.5キロメートル伸びて29.6キロメートルの計画となった。しかし，
赤石川でもそれ以前に，弘西林道と奥赤石林道の建設とともに始まったブナ伐採によって，水位の低下や
水質の悪化に伴う弊害が発生しており，赤石川流域住民は青秋林道建設に反対の立場を取る。また，鯵ヶ
沢町の部分は水源涵養保養林に指定されており，その指定解除を受けなければ工事を進めることはできな
かった。1987年５月に事業主体である秋田県は青森営林署に保安林解除を申請，青森営林署は青森県知事
の同意意見書を付けて林野庁に上申，最終的に同年10月12日に青森県に対して指定解除通知が送付され
た。森林法27条は保安林解除の告知に対して，当該地域の利害関係者に異議申し立てのできる権利を付与
していた。１ヶ月も経たない11月５日に約3500通の異議意見書が青森県に提出されたことにより――最終
的には関係住民の1000通以上を含む１万3000通に及んだ――，青森県知事は青秋林道建設の促進について
見直しを表明し，工事を急いでやる必要はない，場合によっては原生林内の工事を当面凍結することもあ
りうる，というような消極的な発言もするようになった。
そしてこの時期，青秋林道固有の問題とは別に，国の林業政策も転換期を迎えていた。
1987年10月，林野庁は「林業と自然保護に関する検討委員会」を発足させた。これは同年の４月に自然
保護団体の反対を押し切って知床国有林の伐採を行なったことに対する世論の批判に応えて設置されたも
のである。しかし同時に，もはや国の林業政策が従来の拡大造林政策の方向性では遂行することは叶わず，
原生的な天然林の生態系保全という観点からの方策も採り入れざるを得なくなったことを意味していた。
検討委員会のメンバーに日本自然保護協会の当時の理事長，沼田真が入ったことはその変化の象徴であ
る。沼田は日本の天然記念物にまつわる大きな潮流のひとつは，巨樹名木思想であったが，その時代はす
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でに終わり，そうした「点」ではなく「面」を重視する発想に転換しなければならないと主張してきた人
物だった（沼田1994：196–197）。これはちょうど文化財単体の価値に注目して重要文化財や国宝を指定す
る1950年に制定された文化財保護法が，1975年の改定によって「点的な保護」ばかりでなく「面的な保護」
も必要だとして伝統的建造物群保存地区の制度が設けられたことに対応するものだといってよい（井上
1997：132）。実際のところ，先の「ブナ・シンポジウム」には沼田もパネリストとして出席しており，ユ
ネスコの MAB（人間と生物圏）計画に沿った，コア・ゾーンすなわち開発完全禁止区域，バッファー機
能をもつ緩衝地帯，その外側の第１次産業での利用と保護との共存区域（マルチプルユース・ゾーン）を
設定して，原生自然に対する幾重かの保護区構造をつくろうという，「面」を重視する発想からの提案を
していた。いずれにしろ，「林業と自然保護に関する検討委員会」に MAB 計画の委員でもあり，白神山
地のブナ原生林とその周辺の保全という生態系を守る考え方，方法論として MAB 計画を持ち込んだ沼田
真が参加したことは決定的だったと見ることができる。白神山地のブナ林を林業的観点からでなく，生態
学的観点から評価するという方向性が国の林業政策レベルで生まれたのである。
この検討委員会は1988年12月７日，８回の１年間にわたる討議を経て，報告を答申としてまとめた。こ
の林野行政転換の必要性と方向性を示す歴史的文書となった答申には，森林生態系保護地域の創設が謳わ
れた。これは国有林を原生的自然環境の保存，国土の保全，森林レクレーション，自然観察，木材生産等，
どんな目的で保護・管理するのか明確にするために有効なものだった。もちろん，森林生態系保護地域と
は MAB 計画の考え方による保護概念であり，それを具体化するためのものだった。1989年４月に林野庁
が森林生態系保護地域として指定したのは知床，白神山地，屋久島，西表島など12箇所だったが，1991年
４月にはさらに14箇所を追加指定すると発表した。この森林生態系保護地域に指定されたことで――開発
することのできない地域となったことで――，もはや青秋林道建設は自動的に中止されることになった。
以上の青秋林道建設をめぐる顛末は，その後，白神山地が1993年に世界遺産に登録されたことで，一部
地域への観光客の大量流入や入山規制への青森・秋田両県の対応の違いなど，新たな展開を見せることに
なる。それは屋久島や知床とも共通する部分を含んでおり，観光という視点からの思考が必須の問題系で
ある。本論では，それを論考する前に，現在の「白神山地」と喧伝される観光の実態について紹介し，何
が起こっているかを明確にしておきたい。
2.	世界自然遺産「白神山地」観光の現在
現在，世界自然遺産「白神山地」訪問を謳うパッケージツアーのパンフレットで取り上げられる代表は，
青森県西目屋村の暗門の滝と，秋田県深浦町の十二湖である。パッケージツアーに限っていえばそれしか
ないというのがむしろ正確な表現であろう。
例えば，パッケージブランド「エース JTB」の福岡発「世界遺産を歩く」というパンフレット（2006
年５月～９月版）において，「白神山地」探訪の２泊３日コースの典型的な内容とは次のようなものであ
る。青森空港に到着後，すぐさま西目屋村に向かい，暗門の滝（第３の滝）散策，宿泊は西目屋村にある
ブナの里白神館。翌日は朝７時ごろの出発となり，白神ラインを津軽峠までバスで行き，徒歩５分のとこ
ろにあるマザーツリーを見る。その後，日本海側の秋田県に入り，十二湖のうち最も色鮮やかな青池を中
心とした観光をする。この日の宿泊は十和田湖畔温泉で午後７時ごろの到着予定である。３日目は一般的
な東北方面のツアーでは欠かせない奥入瀬渓流とねぶたの里を観光し，青森空港から帰着する。
上記のツアー代金は，福岡出発でお盆休みや９月連休が最高値で11万円台，６月出発なら８万円前後か
らとなっている。高額商品であり，世界自然遺産を森の案内人と名づけられたガイドと一緒に歩くという
のがツアーの味付けとなっている。ただし散策する時間は暗門の滝の90分というのが最高である。通常の
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ツアーなら――もっと低価格のツアーなら――，ガイドなど同行せず，団体客やツアー客は第３の滝まで
小走りで林道を往復するのが普通であり，地元の観光関係者からは「白神マラソン」と呼ばれている（「週
刊トラベル・ジャーナル」2006年11月３日号）。この暗門の滝への遊歩道は，積雪のため例年６月中旬頃
からしか入れず，豪雨などがあると落石が起きやすい地形のため入場禁止となるような状況であり，道が
ぬれていれば滑りやすく，地元では事故を懸念する声が高まっている。（暗門の滝遊歩道へ何らかの事情
で入場できない場合は，暗門休憩所から分岐する「ブナ林散策道」を60分かけて回ることとなる。）
暗門の滝は，人間の立ち入りを原則として許さない核心地域の周りを包むバッファゾーン（緩衝地帯）
に位置したが，十二湖の方はそこからまったく外れた地域にあり，世界自然遺産というよりは，津軽国定
公園の十二湖というのが適切である。地形的には，江戸時代にこの地を襲った大地震によって谷口がせき
止められ，地盤が陥没して形成されたというもので，その際できた大小の湖沼は33を数えたが，近くの崩
山から眺めると小さな池は森の中に隠れ，大きな池が12見えるところから十二湖と名づけられたという。
十二湖はそれぞれ特色があるものの，観光客が訪れるのはもっぱら青池である。十二の湖沼を巡って遊歩
道が設置されているものの，ほとんどのツアーは500メートルほど離れた駐車場でバスを降り，青池を見
て感動して終わるというのが普通である。確かに青池は素晴らしいコバルトブルーの色をした静謐な池で
ある。湖面の色ということでいえば他を圧倒している。
いま見てきた，エース JTB の２泊３日の白神山地ツアーの内容について私たちはよく考えてみる必要
がある。なぜなら，地理的に白神山地のバッファゾーンにまで立ち入っているから白神山地のツアーだと
簡単にいうべきではないからである。滝あるいは，特色のある湖や池はごくありふれた観光ツアーの定番
なのである。暗門の滝と青池自体では必ずしも，世界自然遺産として独自の白神山地らしさがあるわけで
はない。屋久島の千尋の滝と大川の滝，あまりに有名な栃木県の華厳の滝，知床の国道沿いにあるオシン
コシンの滝など，日本全国のどのような観光地であれ，滝が有力な観光対象となっているのと軌を一にす
るものである。すなわち，白神山地らしさというよりも，一般的なツアーの有力な観光対象としての滝と
いう位置づけなのである。青池についても，同様の色の衝撃を私たちは，例えば北海道白金温泉手前の「青
い池」で味わうことができる。
白神山地が世界自然遺産に登録されたのは，世界最大級のブナ原生林の広がりと，そこで営まれる動植
物の生態によるものだった。そうした事情からすれば，世界自然遺産にふさわしい観光のかたちとは，何
よりもブナ原生林，あるいはブナ自然林を散策するという観光形態ということになるだろう。白神山地は
そのようなポイントがかなりあり，それにふさわしいエコツーリズムも可能な観光媒体も整っている。以
下，いくつかを見ておこう。3
ブナ林散策ゾーン「ミニ白神」
ミニ白神は，津軽藩発祥の地であり，藩政時代は藩の御用港として栄えた鯵ヶ沢町にある。世界遺産登
録地より北に20キロメートル離れた場所にあるが，この地区も白神山地という山系に抱かれている。ミニ
白神のエリアは藩政時代，田圃の水を確保するための禁伐林として地元民によって守られてきた。明治以
降も土地は国，生えている木は地元民という全国的にも珍しい形態（＝「官地民木」）で今日まで保護さ
れてきた。約52ヘクタールのエリアは人の手が加えられておらず樹齢200年を越えるブナも見受けられ，
白神山地核心部同様の森林景観を保っている，という。
総合案内所である「くろもり館」で入山料大人300円，小・中学生200円を払い，木の幹を輪切りにした
入山許可証を首にかけて入場する。遊歩道は１時間から１時間半かけて回る1.1キロメートルの内回りコー
3  この後の記述については，筆者による2009年６月，2010年６月，９月の３回にわたる現地調査の他，東北森林管理局藤里森林
センター（「白神山地岳岱自然観察教育林散策ガイド」），各町村発行のパンフレット，現地での掲示物などを参照した。
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スと，１時間半から２時間かかる2.2キロメートルの外回りコースがある。
外回りコースでいうと，はじめミズナラ，トチノキが多く見られ，標高が上がるにつれてブナが目立っ
てくる。ブナに聴診器が括り付けられており，樹木の中を水が大地から吸い上げられる音が聞けるような
仕掛けがされていたり，ブナの実を食べるためにクマが登った際についた爪痕が刻まれたブナの大木が
あったりする。ブナの純林に入るスペースも用意されており，ブナの葉が幾重にも覆われて絨毯のように
なっている柔らかさを知ることができる。ブナ林の保水能力はよくいわれることだが，「森の湧きつぼ」
と呼ばれる湧水池では，上部のブナ林から浸透してきた水分が少しずつ湧き出してくる様子が見られる。
ブナに囲まれた遊歩道を歩くだけで気分は爽快になるが，小中学生にとっては宙に浮く感じの張出遊歩道
が最大の呼び物になるかもしれない。
ミニ白神には鯵ヶ沢町からでも，弘前・西目屋村方面からでも快適な舗装道路が続いている。そればか
りではない。乗用車用で30台分と，大型バス用で10台以上のスペースがある二つの駐車場が用意されてい
る。すなわち，マス・ツーリズムでも対応可能な施設だということができる。筆者が2000年に調査した屋
久島のヤクスギランドと白谷雲水峡の駐車場では大型バス用は３台分しかなかったことと比較すれば，大
きな違いである。しかしながら，ミニ白神は白神山地特有のブナ林の生態を十分に観察できる場所である
にもかかわらず，旧来型の観光対象でもある――それは人気観光対象であることを意味する――暗門の滝
のような景観を持っていないことにおいて，パッケージツアーがそれほど訪れることにはならないかもし
れない。むしろそれは，ミニ白神の可能性を示すことになる。それは１日３回実施されるエコツアーがも
たらすものである。エコツアーは観光対象である自然を学び，敬う気持ちがあり，インタープリターと呼
ばれる自然観察ガイドを伴うことによって可能なものである。もちろん，ツアー客がガイドなしで遊歩道
を回っても随所に説明板が掲げられており，十分に楽しむことができる。しかしながら，ゆっくり１時間
から２時間かけて遊歩道を歩くという行程は，マス・ツーリズムの典型であるパッケージツアーでは，特
に自然散策と謳ったコースでなければ設定不可能であることも常識なのである。
岳岱自然観察教育林
岳岱自然観察教育林は標高620メートルに位置し，面積約12ヘクタールのブナを主体とする天然林であ
る。ブナの発芽，稚幼樹から成木に至る生育過程がよく観察でき，林内の1.8キロメートルに渡る遊歩道，
案内板，ベンチも整備され，優れた自然の学びの場となっている。もちろん，このブナ天然林で森林浴を
楽しみ，リフレッシュすることも可能である。この教育林のある秋田県藤里町には，その他にも春から夏
にかけて高山植物の咲き乱れる田苗代湿原，樹齢200年以上の天然秋田杉の間を抜けて奇岩怪岩が見られ
る川まで遊歩道の設けられた太良峡，県道沿いにあって気軽に訪れることのできる峨瓏の滝，湿原と本州
で最低標高にあるハイマツ群落を抜ける登山コースのある小岳（世界遺産登録地のバッファゾーンに当た
る），古くから信仰の山としても崇拝されていたが，やはり人気の登山コースのある駒ケ岳などがあり，
湯ノ沢温泉も含めて考えれば，自然に恵まれた町である。言うまでもなく，青秋林道建設計画が持ち上
がった際，最初に反対の声を上げた町でもある。教育林の一部（400メートル）はウッドチップ舗装でバ
リアフリー化され，樹齢400年のブナまでは車椅子でも到達可能となっている。岳岱自然観察教育林はそ
の名の通り，ブナの生態を学び観察できる環境がよく整えられている。ただ，教育林に至る道路は，藤里
町から青森県西目屋村に達する県道317号線から分岐して後は，秘境を目指すといった道路事情となって
おり，観光バスで入れるような環境ではない。駐車スペースもわずかであり，ミニ白神に較べれば，マス・
ツーリズムを想定した施設ではないといえる。
岳岱自然観察教育林が一般観光客の目を惹くものといえば，方々に見られる苔むした巨石（駒ケ岳の斜
面崩落によると考えられている）と，岳岱のシンボルとされる，高さ26メートル，幹の周囲が4.85メート
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ルある樹齢400年のブナであろう。しかし，沼田真がすでに終わったという巨樹名木賛美の動向からすれ
ば，樹木の種類は違うものの，屋久島にある樹齢3000年の縄文杉や弥生杉，紀元杉の迫力にはとても太刀
打ちできない。そのことはかえって，白神山地の核心部を観光することなどできない現状で，この教育林
はその生態系を十分に味わえる貴重さをマス・ツーリズムに席巻されずに済む条件を備えている，と見る
ことができる。
ブナの森公園
八峰町にある「ブナの森公園」もまた，ミニ白神や岳岱自然観察教育林と同様，樹齢300年を超えるブナ，
ミズナラの天然林が残存しており，世界遺産登録地域と変わらない雰囲気に浸ることができる場所であ
る。ただし，既述の二つの場所が世界遺産登録地域からかなり離れていたのとは違って，設けられた遊歩
道を歩いていけば，ほぼ登録地域に隣接するところにまで達することができる点に特徴がある。（ただし，
後述する二ツ森は，バッファゾーンに達する場所にある。）そしてもう一つの大きな特徴は，岳岱自然観
察教育林に至るよりもさらに困難な道のりだという点である。
日本海沿いに走る幹線道路の国道101号線を離れて水沢ダムまでは舗装道路であるものの，その先の状
況は大きく変わる。水沢ダムから先，中型バス以上は入れない旨と，大雨等で路面や路肩が傷んでおり，
一般の方はできるだけ通行をご遠慮くださいとの掲示がなされている。実際のところ，１車線のみの道路
は最初の１キロメートルほどは舗装されているものの，その後は悪路に次ぐ悪路で20分間走らねばならな
い。公園手前には流れる川を横切るような場面もやって来る。
いま述べてきたような環境にあるブナの森公園で設定されているコースは次の三つである。
①ふれあいの森コース（延長3.0km．所要４時間）･･････ 短い距離で気軽に白神の自然を散策できる
コース。多くの動植物を観察できる。
②原生の森コース（延長4.4km．所要５時間）･･････ 天然林の中を縫って歩くコースなので展望はあ
まり利かないが，ブナ，ダケカンバ，サワグルミなどの巨木をあちらこちらに見ることができる。
③ふるさとの森コース（延長5.6km．所要６時間）･･････ ブナの森公園で一番展望の開けているコー
ス。日本海や能代平野，男鹿半島などを眺望できる。
ミニ白神や岳岱自然観察教育林に設けられている遊歩道を回る時間の倍以上の時間をかけるわけであ
り，相当の体力と経験が必要であろう。筆者が訪れたのは９月末であり，夏のシーズンが終わってかなり
経っているためであろうが，森に入る前の，遊歩道の入り口がすでに丈高い雑草に覆われて歩くのに難渋
するほどだった。いずれにしろ，水沢ダムを過ぎてからの道のりは，マス・ツーリズムの到来を許さない
ような環境にあり，駐車場のスペースからいっても少数の自然観察，散策，トレッキングといったエコ
ツーリズムにふさわしいような観光地であるといえる。
二ツ森登山コース
二ツ森登山口は八峰町，というより合併以前の八森町にとって宿命的な場所である。ブナの森公園の場
合と同様，国道101号線から進路を変えて東に行くと，「ぶなっこランド」を過ぎ，青秋林道に至る。青秋
林道は二つ森登山口まで幅４メートルで，12,665メートル伸びている。すべて舗装された２車線の快適な
道路で，登山口まで40分である。林道として作られているため，１車線としては広く，２車線としては狭
い。大型バスが列を成して通る道路ではないかもしれないが快適な道路だといってよい。道路は登山口で
車止めのようなかたちで行き止まりとなっており，突然，終了する。青秋林道工事が進行していかなかっ
た経緯が偲ばれる。先に述べた森林生態系保護地域に指定されたために青秋林道の建設は中止されたので
ある。いずれにしろ，道路の快適さは，岳岱自然観察教育林やブナの森公園へのアプローチでは考えられ
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ないものだった。
二ツ森山頂（1086.2メートル）へは登山口から40分ほどで登れる。細い丸太を横に渡して階段としてい
たり，太い丸太の断面を埋めて歩きやすくしてあったりはするものの，気根が地中から地上にはみ出てい
る箇所もあり，歩きにくい部分もある。急勾配もあり，やはり遊歩道ではなく，登山道である。登る途中，
目の覚めるようなブナ原生林にも出会うし，山頂にたどり着けば白神山地の全体が見渡せる大パノラマを
楽しむことができる。登山口は八峰町内であるものの，二つ森の山頂は町境を越え，鰺沢町と藤里町の境
界線上となっている。また，真瀬川に沿った町道真瀬線は青秋林道と中ノ又林道に分岐するのだが，中ノ
又林道の突き当りである真瀬岳登山口からも２時間30分かけて987.7メートルの真瀬岳へ登ることができ
る。筆者は二ツ森の方へ登ったが，風が通り，気持ちのよい登山ではあるものの，往復すればかなりの疲
労度となる。同じ１時間半ほどの歩行であってもミニ白神のような比較的平坦な遊歩道を歩くのとは負担
がまったく違う。
しかし，この二ツ森山頂への登山はそのアプローチの便利さからいえば，岳岱自然観察教育林やブナの
森公園へ到達するのとは大違いであろう。すなわち，中高年層にブームとなっている，マス・ツーリズム
の一つのかたちであるツアー登山の有力な候補になりうると考えられる。
ここまで紹介してきたミニ白神と二ツ森登山コースは，マス・ツーリズムにもうまく適合するものであ
り，岳岱自然観察教育林とブナの森公園はそこに至る道路の状況からスモール・ツーリズムで活用される
べき場所だった。次に，こうした４ヵ所のブナの生態系を十分に味わえる場所と，それぞれの町や村が持
つ施設がどのような位置関係にあるかをまとめておこう。
西目屋村
西目屋村は弘前まで車で30分の距離にあり，住民で弘前まで通勤する人も多い。しかし観光の面では，
東北自動車道方面からの，白神山地への玄関口に位置することと，暗門の滝というマス・ツーリズムで好
まれる観光対象を持つことから，今後，大きな発展が期待されている。村の政策として「宿泊施設やレク
リエーション施設等の充実を図り」，「豊かな自然，風土，文化を大切にし，21世紀の夢ある地域づくりに
邁進している」（西目屋村総務課2007：1）と宣言されるのも理解できるところである。以下，観光施設が
どのような観光の広がりを意識して設けられているか，見ていこう。
①アクアグリーンビレッジ ANMON･･････ 暗門の滝入り口近くにある。レストラン・売店のあるセ
ンターハウスの他，コテージが10棟，オートキャンプサイト，「ふるさと交流センタ （ー暗門の湯）」，
迷路のような階段や滑り台のある子どもの遊び場「わんぱく砦」，暗門釣り堀，芝広場・ステージ
などを備えた複合施設である。普通乗用車用の駐車スペースは，数ヵ所の駐車場を合計すると150
台分を超える。ファミリーが訪問・滞在できるような施設が完備されているといってよい。もちろ
ん，暗門の滝を訪れる団体・パッケージツアーも多いところから大型観光バス用に16台分のスペー
スも用意されている。暗門の滝を見るだけの，あるいはそれに加えて昼食を取るだけのスケジュー
ルが多いところから，数が不足すると思われるが，乗用車用のスペースで間に合わせることは可能
である。なお，大型バスは2000円，中・小のマイクロバスはそれぞれ1500円，1000円と有料である
が，普通乗用車は駐車無料である。その料金体系は，この施設がファミリー用を意識したものであ
ることを物語っている。
②ブナの里　白神館 ･･････ ブナ原生林に囲まれた場所にあるわけでなく，村役場にも近い，いわば
村の中心部にある宿泊施設。白神山地を重点的に回るツアー――このことは必ず暗門の滝が行程に
入ることを意味する――では，ここに宿泊することで日程の消化がスムーズにいく。温泉のあるこ
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とや客室数が27室，収容人員84名であることなど条件が備わっている。ただし，この宿はビジネス
ホテルとして機能する側面も持っており，津軽ダム建設や道路整備の関係者の宿泊にも力を入れて
いる。
③白神山地ビジターセンター ･･････ 白神館の隣にある学びの施設。ブナの森白神山地の8000年の歴
史を辿る「ブナの起源」や，ブナの生態を解説する「ブナの営みと知恵」，「ブナの一生」などを学
ぶコーナーがある。樹齢300年のブナの巨木を主人公として描いた I-MAX の大型映像も200円の観
覧料で上映されている。エコツアーの前段として，あるいは良質のマス・ツーリズムの一部である
ネイチャー・ツアーの前段として白神山地を知る上で有効な施設である。ただし，通常の団体旅行
やパッケージツアーでは，その映像を30分かけてみるほどの余裕を日程には見ていないことが多
い。
④物産館 Beech にしめや ･･････ りんごや野菜などの農作物，白神山地で取れた山菜，地元産のそば
粉を使用した白神そばといった物産品の販売所とレストランからなる施設。大型の道の駅だといっ
てよい。レストランは団体にはやや手狭だが，駐車場のスペースと物産品販売所の品数は，団体や
パッケージツアーで訪問しても大丈夫な規模である。
いま，マス・ツーリズムとの関連で西目屋村の観光施設について見てきた。すでに暗門の滝にはごく短
時間で切り上げようとするマス・ツーリストの過剰な流入が問題となっており，長時間アクアグリーンビ
レッジ ANMON で過ごしてくれるようなファミリー層の旅行形態を呼び込むことが西目屋村には必要と
なっている。また，駆け足で去っていく暗門の滝訪問者を多くすることよりも，分岐してブナ林散策道の
方へ足を伸ばしてくれるようなエコツアーを好む観光客の誘引が必要となっている。現在では，慌しいマ
ス・ツーリストばかりが目立つ西目屋村だが，ブナの森公園に匹敵するような，４時間かけて津軽峠から
暗門の滝までを結ぶ自然観察歩道も用意されており，さまざまなタイプの観光客の流入がもっと意識され
てもよいはずである。
鰺ヶ沢町
西目屋村の人口が2000年で2,049人，2005年で1,597人だったのに対し，鰺ヶ沢町は2000年で13,551人，
2005年で12,662人となっており，藩政時代，津軽藩の御用港として栄えた時代からの港町としての機能・
賑わいをいまも保持している。町村の合併により漁業主体の産業構造から農林漁業の食料総合生産地の機
能を整え，七里長浜港の着工により貨物船や豪華客船が寄港する日本海交易の拠点としても機能している
（鰺ヶ沢町企画課2008：31）。
①海の駅わんど ･･････ 海沿いに宿泊施設や食料品販売店，食堂で賑わいの見られる鯵ヶ沢町の象徴
的な施設である。新鮮な海の幸・山の幸や加工品，土産物が並べられ，食事処も併設されている。
十分な駐車スペースが取られ，２階の「鰺ヶ沢相撲館」には元小結舞の海をはじめとする地元出身
力士の化粧回しなどゆかりの品が展示されており，団体やパッケージツアーで使いやすい施設であ
る。
②ナクア白神スキーリゾート ･･････ 白神山地を抱える地方自治体の中で，鯵ヶ沢町だけが岩木山の
北斜面に展開するスキー場とリゾートホテルを有している。隣接する場所にナクア白神ゴルフコー
スも有しており，白神という言葉がここでは白神山地とは別のリゾート地を意味する言葉として有
効となりつつある。
③鰺ヶ沢温泉宿泊施設 ･･････ 白神山地に関連する他の町村との大きな違いは，上記のナクア白神ホ
テル＆リゾート（188室，旧鰺ヶ沢プリンスホテル）の他に，JR 鯵ヶ沢駅近くに温泉が湧出し，日
本海を望む海岸沿いの高台に建つホテルグランメール山海荘（80室）など，比較的大きな規模の温
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泉宿泊施設の存在することである。すなわち，マス・ツーリズムである団体旅行やパッケージツ
アーの宿泊場所としての十分な収容力を有しているということである。
鯵ヶ沢町は，先に触れたミニ白神という「白神山地」ツアーを引き寄せうる観光素材を持っているけれ
ども，町の成り立ち――その歴史――からしても十分な魅力を有しているし，町発行の観光パンフレット
も，白神山地一辺倒というよりも，赤石川でのアユ釣り体験，きのこ栽培・収穫，山菜採り，枝打ち間伐
体験などの林業体験，イギリス生まれのジャージー牛が飼われている牧場での乳搾りやバター作りなどの
酪農体験，りんごの人工授粉，摘果，袋かけ，葉取り，袋はぎ，収穫などのりんご農家体験があって，そ
れに加えてのミニ白神だけでなく，くろくまの滝，奥赤石ブナ遺伝資源保存林などの白神山地トレッキン
グが来る。鯵ヶ沢町のこのような広がり方は，観光の分散化という観点からは望ましいことである。
藤里町
藤里町は青秋林道建設に逸早く反対した自然保護団体に中心メンバーがいたことからも明らかなよう
に，自然保護・環境保全意識の高い町である。おそらくそうした意識は，岳岱自然観察林のところで紹介
したように，田苗代湿原や太良峡など自然に恵まれているという一面と，拡大造林政策の時代に粕毛川源
流地域で過剰な森林伐採が行なわれたため水害に悩まされたという経験から生まれていた。マス・ツーリ
ズムによる観光公害が発生せず，むしろエコツーリズムなどを中心に，マス・ツーリズムであっても修学
旅行生や自然観察や登山・トレッキングに関心のある団体，パッケージツアーによる良質なネイチャー・
ツーリズムの可能な地域として論者は注目する。
①湯ノ沢温泉　ホテルゆとりあ藤里 ･･････ 湯ノ沢温泉はもともとひなびた温泉宿のあることで知ら
れていた。源泉かけ流しではないものの，代表的な旅館藤駒荘が「湯元鄙の宿」と名づけていると
ころからも湯ノ沢温泉の特色が知られる。ホテルゆとりあ藤里はそうしたもともとの湯ノ沢温泉の
特色とは異なる近代的な施設となっている。客室は21室，収容人員は104名という規模は，大型の
団体旅行よりも，先ほど指摘した良質のネイチャー ･ ツーリズム向きの団体・グループ旅行向きで
あろう。付属の温泉施設は大浴場の他に露天風呂，サウナ，打たせ湯などを備えており，温泉プー
ルやトレーニングルームもある。温泉施設としては，有名温泉地の大規模温泉旅館に引けを取らな
いほどの豊富さである。宴会場やカラオケルームなどパッケージツアーにも利用可能である。ただ
し，この施設は地元住民のための施設という側面も持っている。
②素波里国民保養地 ･･････ 素波里多目的ダム建設によって造られた素波里湖に隣接する，家族連れ
で楽しめる国民保養地。ゴンドラに乗って空中散歩するスカイサイクル，間伐木の杉丸太とロープ
で作られた汗を流せる冒険コース，テニスコート，バッテリーカーコース，キャンプ場，ガーデン
ゴルフ，ラムとマトンの中間に当たる羊肉ホゲットの食べられるサフォークの館などの施設・設備
がある。
③町営スキー場 ･･････ 全長460メートル。鯵ヶ沢町のナクア白神スキーリゾートとは較べるべくもな
いが，むしろこうした町営スキー場を持っていることが多彩な自然環境に恵まれ，鯵ヶ沢町のよう
な大型宿泊施設を持つのではない藤里町の良さだといえる。今後そうした資源が活かされ，多彩な
観光の可能性が生まれる兆しが感じられる。
④白神山地世界遺産センター（藤里館）･･････ 環境省が管轄する施設であり，西目屋村にも同名の
施設がある。西目屋館がフロアスペース507平方メートルであるのに対し，藤里館は719平方メート
ルである。一般観光客向けというより，自然観察を目的としたネイチャー・ツアーのグループなど
を対象に機能していると思われる。
西目屋村が暗門の滝に集中しすぎる，凝集しすぎる観光地だとすれば，鰺ヶ沢町は観光施設が分散化，
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それもマス・ツーリズムに対応可能なかたちで分散化している観光地だった。藤里町は自然観光資源に恵
まれているという点での地理的分散化が条件として与えられた幸運な観光地だということができる。そし
て鯵ヶ沢町のようにマス・ツーリズム対応型の宿泊施設が存在するのでない点で，かえって良質のネイ
チャー・ツーリズムのモデルとなるような可能性を有している。ホテルゆとりあ藤里の存在も，地域福祉
にも貢献するような位置付けであり，地域社会のあり方として視察団体を誘引できる可能性を秘めてい
る。
深浦町
深浦町は白神山地をイメージさせる代表的な地名――白神岳と白神ライン――を持つし，白神山地への
アプローチの役割を果たす地域も存在するが，基本的には一般観光ツアーが立ち寄りやすい観光資源に恵
まれた町だということができる。青秋林道建設以前に，日本海側の旧岩崎村と西目屋村を結ぶ県道岩崎西
目屋弘前線が開通しており，今日では白神山地の北側を通る未舗装の道路，通称白神ラインの名で知られ
ている。また，白神岳（1232メートル）への登山口のあることでも知られている。しかし，そうした白神
山地に関するものよりは一般受けする観光資源に恵まれている。津軽国定公園十二湖，特に青池はそのよ
うな観光資源だった。寛政４年（1792年）の地震によってできた岩浜である千畳敷や，夕日を目前に見る
ことのできる露天風呂で有名な黄金崎不老ふ死温泉，グランドキャニオンには較べるべくもないが白い肌
を露出する日本キャニオンは欠かすことのできないパックツアー向けの観光資源である。
①アオーネ白神十二湖 ･･････ 十二湖まで車で10分ほどの位置にある，青池の語感や，白神という名
前を盛り込んだ複合施設である。広い敷地にいくつかの施設が点在している。宿泊施設としてはコ
テージ17棟，和室10室を有している。最大収容人員はそれぞれ102名，70名である。150名が食事可
能なレストランの他，団体専用（100名）のレストランもある。日帰り入浴も可能な温泉施設「ア
オーネの湯」，物産館や手作り体験のできる施設もあるが，基本的には白神山地に惹かれた客層よ
りは，十二湖の一つ，青池を見ることで満足するような団体旅行やパッケージツアーで有効に活用
されるべき施設である。
②十二湖リフレッシュ村 ･･････ 団体旅行やパッケージツアーでは青池のみの簡単な観光で立ち去っ
てしまうが，遊歩道や自然に恵まれた十二湖でゆっくり滞在しようとするアウトドア志向の人々向
けの施設である。ログハウスが標準タイプで９棟，デラックスタイプで５棟ある他，テントサイト
や炊事場，サウナ棟，森のレストラン「アオゲラ」など，自然を楽しもうとする，①とは異なる旅
行者やファミリー向けに有効な施設である。
深浦町はアオーネ白神十二湖が示す方向と，それとは逆の十二湖リフレッシュ村が示す方向とに引き裂
かれたような，観光政策としてどちらの方向に力点を置くかが見えにくい観光地である。しかしながら白
神岳への登山や，十二湖から大峰岳（1020メートル）を経て白神岳まで到達する登山は，他の地域と違っ
て海岸沿いの101号線から，換言するならば JR の停車駅からも簡単に登山口まで達することができる有
利さを持っている。この部分の可能性は健康志向の社会風潮や，シニア登山の流行など，発展する可能性
を有している。
八峰町
八峰町には，白神山地を深く味わうことができるものとして先に紹介した四つの内，二つが位置してい
る。ブナの森公園と，その山頂自体は八峰町に位置していないが，青秋林道を走って登山口までが八峰町
内である二ツ森である。しかし八峰町は白神山地に強く惹かれるのではない，むしろ一般的な観光を期待
する人たちに適切な観光施設も有しているので，合併前の旧八森町にとって悲願の青秋林道建設による地
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域振興の夢は断たれたものの，十分に観光振興の可能な地域だという点を明らかにしておきたい。
①ぶなっこランド ･･････ 国道101号線から青秋林道方面へ10分ほど入った位置にある家族向けの施設
である。野鳥の森，きのこの森，郷土の森を抜ける真瀬渓谷遊歩道はゆっくり歩いて60分の子供づ
れに格好のコースである。白神山地の地形の模型やブナに関する資料を展示している森林科学館，
白神登山のガイドを紹介したりブナ植樹ボランティア募集を行なっている白神ふれあい館，木工体
験館，多目的広場などがあり，子どもづれで安心して自然に親しむことのできる施設だということ
ができる。
②あきた白神体験センター ･･････ 白神と付いているが，海岸沿いを走る国道101号線の海に面した側
に位置している。同じ敷地内に岩盤浴や露天風呂が楽しめ，レストランや大広間，宿泊施設（８室）
を完備した「いさり火温泉ハタハタ館」がある。このセンターも宿泊可能で（宿泊定員120名），体
験メニューを利用する場合には格安な宿泊料金・食事代となっている。二ツ森登山やブナの森公園
トレッキングといった白神山地らしいコースの他，海辺の自然観察，シーカヤック，そば打ち・豆
腐作り体験，天体観察などの体験メニューを用意している。ハタハタ館も含めて，観光の広がりを
実現できる施設である。
③体験ワールド ･･････ 特定の一施設でなく，八峰町の各地で体験できるメニューについて町のパン
フレットではそう称している。全国で体験型の観光地が増えつつある中で競争は厳しいと思われる
が，白神山地のイメージもあり――「幻想性の機制」（吉田2010：145–151）を思い出してほしい―
―，有効に機能する可能性がある。白神山地の山々や広大な日本海を眺めることができ，ラベン
ダー畑や遊具，バンガローのある「ポンポコ山公園」では秋田名物「しょっつる」を使ったパスタ
作り，そばで知られる市川地区でのそば打ち体験，さらには上記の①や②も含めて多くの体験メ
ニューが用意されている。
白神山地に限定した観光対象の提供ではなく――白神山地というイメージを「幻想性の機制」として利
用してはいるものの――，一般団体よりはファミリーや修学旅行を含む教育旅行に明確にマーケティング
でいうセグメント（細分化）が観光政策として実現しているように思われる。南信州観光公社のようなラ
ンドオペレーターに徹するような仕組みができれば（吉田2010：257–259）大きな可能性を有すると思わ
れる。
3.	観光と自然保護・入山規制
1993年の世界遺産登録時に200万人だった「広域白神山地」への訪問者数は2005年には374万人と倍近い
伸びを示した（「週刊トラベル・ジャーナル」2006年11月13日号）。こうした数字は，暗門の滝や十二湖と
いう人気観光地が団体旅行やパッケージツアーの行程に組み込まれたことが大きい。しかし観光対象とし
ての世界遺産「白神山地」という人気の高まりは，屋久島の縄文杉登山において起こったように，通常の
団体旅行やパッケージツアーの行程には入らない白神岳登山やブナの森公園にも個人・小規模グループが
押し寄せる可能性を秘めている。それは次のような楽観的な観測を大きく裏切っていくはずである。
（･･････）白神山地をめぐっては青秋林道建設計画とその中断，森林生態系保護地域や自然環境保
全地域への指定，そして世界遺産への登録という具合に激しく動いた。そしていま，かつてのひっそ
りと目立たぬ存在は世界的観光地としての扱いを受けるようになってしまったそのこと自体にもある
種の滑稽さがあるわけだが，この観光ブームも所詮はブームであって，一過性のものに過ぎないだろ
う。
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やがて白神山地の「真価」も知れわたり，元のごとく地味な存在として忘却されていくにちがいな
い。（井上1997：6）
白神山地はすでに大きなブランドとなっている。世界遺産に登録された本来の趣旨――広大なブナ林と
そこに生息する生物の生態系に価値がある――とは別なイメージが広がって，白神山地はいまや独自の価
値を作り上げている。１時間とか２時間，ブナの生態をゆっくり観察して世界遺産たることの意義を知る
というよりは，暗門の滝や十二湖，それも青池だけを見るという風潮は，そうしたブランド価値が生み出
すものである。
白神山地と関係する西目屋村，鰺ヶ沢町，藤里町，深浦町，そして八峰町がそのイメージを使ってどの
ように努力しているかについては前節で詳述したとおりである。かつて青秋林道に象徴される開発によっ
て地域の活性化が試みられたのとは違って，今日では，自然保護が必要な場所とは異なる空間で，白神山
地というイメージによって地域振興が図られようとしているのである。５町村が観光施設によって意図し
ているのはそのような現実だった。
こうした観光による地域振興とは別の問題系として自然保護・入山禁止は現われてきている。
1990年３月に白神山地が森林生態系保護地域に指定されたのを受けて，その保存地区（世界遺産におけ
る核心地域に該当）への入山を秋田営林局は禁止した。一方，青森県ではマタギなどの入会権的利用も
あって禁止とはしなかった。1994年３月に公表された青森県の「白神山地保全・利用計画」においては，
「保護・保全ゾーン」について，「現存する歩道などは，森林生態系を損なわない範囲で，登山などに利用
することができます」と明記されていた。このように対照的な方針について，当然ながら登山者や渓流釣
りを楽しみとする人たちから秋田県に対して強い批判が浴びせられた。
しかし状況は一変する。
1994年６月，白神ライン（旧弘西林道）の天狗峠において，世界遺産登録地域内にある天狗岳へ通じる
巡視路への入場禁止の立て看版が設置されたのである。秋田県に続いて青森県でも白神山地への入山が禁
止されたという受け止め方がされ，議論は混乱していく。自然保護団体の中でも賛成と反対に立場が分か
れたからである。あるいは，青森県がその後，入山原則禁止ではあるものの，核心地域においてすでに使
用された実態があり，その利用が環境に及ぼす影響がないと考えられる27ルートについては入山を認める
という方針を出したからである。そのルートはほとんど「けもの道」程度で，今後も刈り払いなどは行な
わず，一般の通行には困難を伴うとされている。おそらくこのことは，マタギのような地元民でなければ
入りがたいルートだけが届出をすれば入山可能となったことを意味する。すなわち，都会からの登山客や，
渓流釣り，山菜採り目的の人たちは排除される――。この点の意味するところをこれから考えてみたい。
白神山地の自然保護と入山禁止問題を，おそらくパーソンズの主意主義的行為理論（井上1996：8）に
拠って分析を試みる井上孝夫は次のような視点を提示する。
白神山地核心地域の入山規制論の論拠は「人間の登山行為が山を破壊するおそれがある」と捉える
ところにある。（･･････）「山が破壊される」というとき，森林伐採や林道建設などの直接的な開発に
よるものをまず念頭におくのが通常のことである。それに対して「登山者によって山が破壊される」
というのは最初から登山者を破壊者としてしか見ていないことによるのであって，この命題は正しく
は「破壊的な登山者の入山によって山は破壊される」という同義反復に近いものなのである。だから
破壊的な登山者の入山を禁止にすればいいのであって，すべての登山者の入山を禁止することは過剰
な反応というべきである。（井上1997：130–131）
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ここで主意性とは，登山者がどのような意思で行為を選択するのかという人間行動論となってしまって
いる。しかし，冒頭で触れた岐阜県白川村や島根県石見銀山大森地区において個々の旅行者の主意性が問
題とされることはほとんどない。どのような意図を持った訪問者であれ，一定以上の Mass となるとき，
それは社会現象として個々人の意思を越えてしまうのである。これが観光という社会現象の恐ろしさであ
り，経済面ばかりでなく地域文化や地域社会への作用ということを考えるなら，上記二つの地域に災厄を
もたらしている現実なのである。鹿児島県屋久島の縄文杉登山でも事情は同様である。９時間ほど往復で
かかる縄文杉登山は団体旅行やパッケージツアーで行程に含まれることは稀である。個人や小グループで
登る人がほとんどであるにもかかわらず，５月連休などには過剰な登山者が押し寄せ，トータルとしてそ
の登山道を疲弊させていく。
おそらく，ここで有効なのは次のような鬼頭秀一の提示する思考の道筋であろう。
人間が，社会的・経済的リンクと文化的・宗教的リンクのネットワークの中で，総体としての自然
とかかわりつつ，その両者が不可分な人間―自然系の中で，生業を営み，生活を行なっている一種の
理念型の状態を，「かかわりの全体性」と呼び，「生身」の自然との関係のあり方として定義する。そ
れに対して，その社会的・経済的リンクと文化的・宗教的リンクによるネットワークが切断され，自
然から一見独立的に想定される人間が，人間から切り離されて認識された「自然」との間で部分的な
関係を取り結ぶあり方を，「かかわりの部分性」と称し，「切り身」の自然との関係のあり方として定
義した。（鬼頭1996：126–127）
例えば，マタギはまさに生業として生身の自然と接してきた。あるいは広く地元住民と言い換えてもよ
い。都会から白神山地へやってきて，来訪者として登山や渓流釣りを「自然に親しむのだ」というのとは，
根源的に自然との接し方が違うというべきであろう。観光もまたいうまでもなく，切り身の自然と刹那，
触れるような行動である。このような論理を用意しないと，国有林とは国民すべてが等しく利用できるも
のだという「民主的な」論理にすりかえられてしまう。そこからはなぜ森林生態系保護地域や世界遺産地
域として指定される必要があるのか，あるいは MAB 計画がなぜ人類にとって必要とされるのかという理
念が忘れ去られてしまう。
筆者が白神山地の自然保護や入山規制がなぜ必要か，鬼頭の考えるような道筋を取るべきかといえば，
すでに屋久島で入山規制が取られなかったことでどのような混乱が生まれているかを，現実として目にし
ているからに他ならない。屋久島においては縄文杉登山に集中しすぎるという，白神山地とは異なる問題
があることも大きい。しかし，暗門の滝に集中している観光客が，シニアにおけるツアー登山の普及を考
えるなら，白神岳やブナの森公園などにも押し寄せることは時間の問題だと筆者には思われる。
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